
省の「生物多様性保全上重要な里地里山(全国500力所)」に"八千代市信たるの里"が選ばれ寺した!

八千代市ほたるの里づく実行 第79号 2026年3月
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①ツマキチョウ②タネツケバナ@アズマヒキガエル

④ニホンアカガエル⑤アメンボ⑥力ワニナ

※この里だよりは令和7年度ちぱ環境再生基金助成金(県民の活動)を頂き作成しました。
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おやこ生き物探検隊~トンボ池の中を見てみよう~
日時:2025年11月8日(土) 11:00~12:00
場所:ほたるの里参加者;13人(5家族)

この日は、トンボ池の大掃除「かいぼの」の日でし

た。朝早くから水を止めて排水し、ホタルメイトたち

でトンボ池の底にたまった泥を取り除きました。い

つもは水や泥に隠れている生き物たちは、作業の中

で見つけ出し、たらいに避難させておきました。そん

な生き物たちの観察会でした。

初めに、どんな生き物がいるか予想したの、講師か

らメダカとカダヤシの見分け方を聞いたのしまし

た。そしていよいよ、たらいの中の生き物たちを、小

さな網ですくって、観察ケースの中に移します。その

時の注意として、「素手で触ると生き物にとって熱す

ぎて、やけどをするのと同じになる」というのがとて

も印象に残りました。

張の仞った子どもたちに次尺とすくい出されたの

は、ミズカマキリ、シマアメンボ、カダヤシ、モツゴ、

タモロコ、ドジョウ、ミナミヌマエビ、スジエビ、ウ

シガエルのオタマジャクシなど。観察ケースの中の

報告

生き物たちを、子どもたちは楽しそうにじっく

り観察していました。

観察し終えた生き物たちをたらいに戻した後

は、ほたるの里を一回のして観察しました。イナ

ゴ(コバネイナゴ・ツチイナゴ)、クピキリギリ

スなどの八'ツタ類、今年豊作のクヌギの実など

を観察して11月の里を感じていました。

また、帰のに講師からススキとオギの穂の違

いを教えてもらい、里にある穂の出ている植物

を、多くの親子が確認しながら帰っていきまし

た。今までススキだと思っていたものが違って

いたかも。大人も学びの多い観察会でした。

ホタルメイト塚本聖子

おやこ生き物探検隊(冬)~冬の生き物何がいるのか探してみよう
日時:2026年2月14日(土) 10:00~11:30

場所:ほたるの里参加者.17人(2家族十ホタルメイト)ホタルメイト奥山

生き物たちが深く眠のにつく厳冬の里で「おや

こ生き物探検隊」を実施しました。今回のアイテム

は、 9つのミッションが並ぶビンゴ形式のワーク

シート。モグラ塚や木の芽生え、昆虫の卵などを探

して里を歩く、参加型の企画です。

当日は親子2組と、子どもは少人数でしたが、熱

量はとても高く、冬の池を網で「ガサガサ」と探る

姿は真剣そのもの。スタッフも哮曳える側も楽しさ

を知らないと伝えられない」という山崎講師の言

葉に背中を押され、全員が当事者として宝探しに

没頭しました。

冷たい池からはミナミヌマエビやアメンポが姿

を現しましたが、一方で、何者かの捕食によの損傷

したカメの亡骸も発見されました。冬を越す命の

力強さと、逃れられない自然の廠しさを同時に突

きつけられる、まさに「生と死」の最前線でした。

今回のハイライトは、私が参加者に「ザリガニを

^

見つけたら教えて、食べるから」と声をかけた場面

です。自作の料理写真を見せると、子どもは「うま

そう!」と目を輝かせ、お父さんは「これなら(反

対派の)ママを説得できるかも」と笑う。それは、

外来種という難しい問題を、身近な「食」という窓

口から楽しく考えるきっかけになのました。

講師の深い知識と、子どもたちが里で見せる真っ

直ぐな発見。これら多様な視点が重なり合うこと

で、ビオトープはただの観察場所ではなく、誰もが

自分なのの楽しみを見つけられる豊かな空間にな

ります。この日感じた驚きや笑顔が、この里を大切

に守の、次世代に繋いでいきたいという想いの種に

なれぱ仁願っています。 '゛ r
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船橋でホタルの観察を始めてみて気がついたこと

船橋ほたる観察本代表安齋朗

発生のりズムが違うことなどがわかりました。

観察以外にも、生息環境調査、ゴミ拾い、草刈の、

観察路整備などをしています。

また、多くの方の協力を得て、県北西部7市21

地点のホタルのDNAを解析しへイケボタルの類縁

関係を調ぺました。八千代のへイケポタルもサンプ

ルのご提供、あのがとうございました。

活動を通じ感じたのは、ホタルは力強く、そして

美しく生息していること。人の定めた行政区とは関

係なく、ホタルは市を超えて繋がっていること。そ

してホタルはその地域の多くの生物と繋がってい

ること。ホタルを愛し、ホタルと共に暮らすことは、

多くの自然、多くの生物、多くの人々と繋がるとい

うことです。これからも皆様と繋がり、共に自然や

生物と共に暮らしていけるよう努力していきたい

と思います。

2018年、船橋市北部にホタルがいると聞き、探

しにいったのが、活動の始まりです。聞いた場所を

探してみると、ほんとにホタルがいました。でも、

見つけたのはほんの数匹。いついなくなってもおか

しくない状態でした。

ホタルの光を市内から絶やしたくないと思い、他

にはいないのか、過去の文献をみたの、情報をきい

てまわったのしながら、少しずつ生息地を確認して

いきました。 5年かけて市内を調ぺ、 8河川24力

所で確認できました。

それからホタルが飛翔する時期を調べるため、6

月から生息候補地を毎週一回夜間観察しました。市

内8河川24力所を一晩では回れないので、週3~

4回、1日に4~8力所程度を2~3時間かけて調

査します。とても大変ですが、調査の結果、船橋市

のホタルは6月第1週頃から発生を始め、9月初旬

までおよそ3力月光ること。生息地や年によって
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生息地の環境整備(ゴミ拾い)
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ネイチャーポジティブ・ 30by30つてなに?

ネイチャーポジティブ」は、生物多様性の損失

を止めて回復させ、私たちの暮らしや社会経済

を持続可能としていくために重要な考え方で
4,す。

「30by30」は、2030年までに、陸と海のそ
●島叱一゛闇,健
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れぞれ 30%以上を自然環境の保全区域として.C>

金守ることを目指しています。近年、森林の減少や

海の環境悪化などにより、多くの生き物がすみ

かを失っています。自然の豊かさが失われるこ

とは、私たちの薯らしや健康にも影響します。
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生息環境調査(日中の調査)
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生息環境調査(日中の調査)
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この取の組は、自然を守

るだけでなく、人と自然が

共に生きる社会をつくるた

めの大切な一歩です。私た

ち一人ひとのが自然に目を

向けることが、持続可能な

未来につながのます。

八千代市ほたるの里づく

り実行委員会は、少しでも

この取り組みにつながるよ

うに活動を推進します。
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里の整備作業(1■ 2月)
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[編集後記]

2026年も3月になのました。今年もほ
たるの里の活動へのご支援・ご協力よろしく

お願いします。
冬のほたるの里は木々の葉が落ち、青空と
コントラストも素敵な空間となります。これ
からは、草木の芽生え、生き物の活動と賑や

かになります。ほたるの里で体験してみませ
(広報部)んか?
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里からのお知らせ・・・・・

◆市民活動フェスティバル(10月19日)・ボランティアカフェ(2月28日)ほたるの里出展

◆里山整備ボランティア人材育成講座(里山楽校)を開催しました。主催:八千代市

開催日:令和7年10月25日、 11月15日、 12月6日、 12月13日、令和8年1月17日

(いずれも土曜日)参加者:8名

内容:平成23年度から続く「里山楽校」は、今年度で 15回目を迎えました。本講座は10月
から 1月にかけて全5回開催し、里山に関する講義やチエンソー・刈払機の実習(安全

講習)など、実践的なスキルの習得を行いました。環境政策課では、里山楽校の卒業生と

共に、八千代市の貴重な里山を次世代へつないでいくことを目指しています。

◆ほたるの里づくり実行委員会第29回総会案内

2026年4月11日(土) 10:00~12:00日時

八千代市市民会館第5会議室(2階)(八千代市萱田町728)会効

令和7年度事業報告・収支決算内容

令和8年度事業計画・予算案

参加対象:ホタルメイトほたるの里に関脚のある方

※総会終了後、里だよの表紙絵の森繁さんから絵と生き物についてお話をお聞きします。
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[ほたるの里連絡先]

八千代市ほたるの里づくの実行委員会事務局
.

〒276-8501 八千代市大和田新田 312-5

八千代市環境政策課ゼロカーボンシティ推進室内

Tel:047-421-6767

E-mail: kankyoul@city.yachiyo.chiba.jp

HP : h廿PS: WWW.cit . achi 01.' soshiki 403728.html

【編集】広報部会・事務局
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(2月)作業の後におやこ生き物探検隊参加
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